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1. 本 誌 は､物 性物理 の研 究 を共 同で促進 す るため､研究者 が その研

究意 見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を速

や か に交換 しあ うことを目的 と して､毎 月 1回編集 ･刊行 され ます｡

掲 載 内容 は､研究論文 ､研 究会 ･国 際会議 を どの報告 ､講義 ノー ト､

研 究 に開通 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リン ト案 内､ ニ ュー

ス な どです ｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 を行 ない ませ

ん ｡ 但 し､編集者 が本 誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と認 め た も

の につ いて は､改 訂 を求 め､ または掲 載 を拒絶 す ることが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載論文 を他 の学術 雑L誌 に引用 す る と きは､著者 の承 諾 を

得 た上 で private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑L託 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミス プ リン トが生 じをい よ うな処 置 を とって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ､英字 の大 ､花文字 ､ ギ リシャ文字 ､ O と aと 0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ C と e､ I(エ ル)と 1(イチ )､ X と× (カケ ル)､ uとV等 を

赤で才旨定 して下 さい｡

4. 数 式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らをい可能性 の あ る長 い数式等 は必ず改行 の際

の切 れ 目を赤 でヰ旨走 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡ 図の縮 尺 ､

拡 大 は致 しません ｡ 1頁(13×19cm2)以 内 に入 らない図､ その まま印

刷 で きない図 は原則 と して著者 に返送 し､書 き改 めて いただ きます｡

図､表 の説 明 は別紙 に書 き､本 文 中 に挿 入位 置 を赤 で明示 して下 さ

い ｡

7. 投稿 後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原則 と して作 りませ ん｡ ど うして も別刷 が入用 を場 合 は､

投稿 の際 に所要部 数 を50部 単位 で 申込 んで下 さい｡ 別刷代 は下記方

式 によ り､現金 で納 入 して いただ きます ｡

(郵券 による受付 はいた しませ ん)

p :物 研 出来 上 り真数

Ⅹ :別刷所要部数

a :別刷 1頁 の代金 3円

b :製 本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代 - (ap+b)Ⅹ+送料

別刷 代金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい｡ そ

れ よ り遅 れ た場 合 には遅滞 追徴金 を請求 され るこ とがあ ります か ら､

御注意 下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原則 と して次 月発行 誌 に掲載 され ます｡
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編集後記

編 集 後 記

この ｢物性研究｣は現在,京大理学部物理から3人,京大教養から1人,それに基研

から2人 というメンバーで編集に当っています｡発行人は歴代基研物性部門の教授 とい

うことになって来ましたが, ｢物性研だより｣ とは違 って基研の ｢機関誌｣ではあ りま

せん｡しかし,基研で開かれる研究会の報告はこの雑誌に掲ることになっています し,

基研の共同利用の活動 と密接に結びついて発行 されて来たことも事実です｡この雑誌が

基研で編集 されているという特徴は,やはり大事にした方がいいのではないかと思いま

す｡研究会報告 ももちろんですが,基研に関する情報をもっと積極的に掲せていくべき

でしょう｡昨年スタッフが入れかわったこと,スタッフの一人が海外出張中であること

などのせいもあるのですが,その点,少 し弱いように思われます｡これから,きちんと

やっていかなければ,と反省 しています｡

今年は,物性関係でも基研に外国からのお客様がたくさん見えられます｡これまで来

られたのが, Brezin,Fenton,Pines.このあとす ぐOverhauserと Heegero 7月には

Birman｡秋になって Doniach｡年末から来年はじめに M.H.Cohen｡この うちとくに

BimanとCohenは基研がホス ト役でお呼びする方ですので,そ ういった情報 もこの誌面

でお知らせしてゆきたいと思っています｡

(Y.N.)

物 性 研 究

第 30巻 第 2号

1978年 5月20日発行

発行人 長 岡 洋 介
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京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭和 堂 印 刷 所
京都市上京区上長者町室町西入

TEl｣(441)1659 (431)4789

発行所 物性研究刊行会
京 都 市 上 京 区北 白川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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講読規定

個 人講読

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ま●す｡ した がって､ 3月末 ま

で にを るべ く 1年 間分会 費 を御支払 い下 さい｡

をお新規講読 お申込 みの場 合 は下記 の会費以 外 に入 会金 と し

て､100円 お支 払 い下 さい｡

1年 間の会 費

1stvolume 2,340円

2ndvolume 2,340円

it4.680円

(1年分 ま とめて お支払 いが困難の向 きは lvolume 分ず､っ

で も結構 で す )

2. 支 払 いの際 の注 意 :な るべ く振替 用紙 を御利 用 の上御納 入下 さい｡

(振 替月宇金 口座. 京 都 5312)

なお通信 欄 に送 金 内容 を必ず 明記 して下 さい｡

雑L誌 購.読者以 外 の代理 人 が購二読料 を送金 され る場 合 ､必ず購･読者

本 人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支 払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 として は､正 当 な理 由 な く2

Vols.以上の誌代 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す る こ とになっ

て い ます ので御 留意下 さい｡

4. 一 括送本 を受 け る場 合 :個 人購読 中 に大学等 で一括配布 を受 ける

様 になった場 合 は､必ず､｢個 人購.読 中止､一括配 布 希望 ｣ の通知 を

して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です｡

5. 送本 先 変更 の場 合 :住 所 ､勤務先 の変更等送 本 先 が変 った場 合 は､

必ず送 本 先 変更届 を提 出 して下 さい ｡

学校 ､研 究所 等機 関購 読

1. 会 費 :学校 ･研 究所等 で の購読及 び個人 で あって も公費 払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代金 は､ 1冊 730円､ 1Vol.4,380円 ､年

間 8,760円 です ｡ この場 合 ､入会金 は不用です ｡ 学校 ､研 究所 の会

費の支 払 い は後 払 いで も結構 で す ｡ しか し購読 申込 み を され る時 に

支 払 い に必要 な請 求 ､見積 ､納 品書各何通 必要 なの かをお知 らせ下

さい｡

なお､当会 の請求 書 類で は支 払 い がで きない様 で した ら､貴校 ､

貴研 究機 関 の請求 書 類 を送付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発 行途上 にある volumeの購読途 中中止

は認 め られ ませ ん｡ 購読 中止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中

止時期 を明記 して ｢購･読 中止届｣ を送付 して下 さい｡

雑誌未着の場合 ,発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡
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